BRIGHTZ 


大 人 の 時 間 の た め に 。 セイ コー ブラ イツ っ 妥 


先 進 技術 を 注 込 み 、 腕 時 計 と し て の 基本 性 能 を 入 克 的 に 
追求 し た 、 軽 く 見 や すく 着 け や すい 、 大 人 の た め の ニ ュー 
スタ ンダ ー ド ウォッ チ 、 セ イコ ー ブラ イツ 。 その デザ イン も 
機能 も メカ ニズム も 、 す べ て は 物 へ の こだわ り を 持ち 続 
ける 大 人 た ちの た め に 、 知 的 好奇 心 を いつ まで も 忘れ な い 
大 人 た ちの た め に 生ま れ た 。 物 束 の 本 質 を 見 失わ な い 。 
基本 を 忘れ な い 。 大 人 の 洞 力 が 認め た ひと つの 打 値 。 
氷 で あり な が ら 鱗 舌 、 剛 で ちり な が ら 秒 、 知 性 を 持 
ちな が ら 感 性 も 忘れ な い 。 大 人 の 時 間 を 心地 よく 、 
そし て 美しく 刻ん で くれ る セイ コー プラ イツ 。 
その 存在 感 は 、 時 が 経つ に つれ 、 そ の 深 さ 

と 温 さ を 増し て いく だ ろう 。 
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ソー ラー 電波 時 計 


上 や DEU な どの 光 エ ネル ギー を 電気 エ ネル ご し に くい こと だ . 人 えば 計 で 妊 が まれ て し まっ 
ギー に 換え で 藩 え 、 そ れ を 使っ て 陸 を に 場合 で も 、 自 的 に 針 の 人 を 居 正 し て くれ る 。 
せる ウオ ッ チ 、 エ コテ ッ ク ソー ラー- 前 情 報 を 。 内 和 は 1 分 に 、 時 分 守 は 12 和 和 に 和 
の た 愉 を 全 、 そ の 誠 補 を も と の 人 列 を チ ェ ッ ク し 、 ず いて いけ 秩 政 し て くれ る 。 
に 正直 時刻 を 表示 する 電 時 計 . こ の 人 波形 に より 講 を 眉 する 人 時 な 人 
メカ ニズム 大 ね 情 え た の が 、 こ の で を 人 する の 守ら 、 ど うし て も 理性 
計 HH だ 、 も ちろ ん 、 電 は 不肖 で ある に 対す る 作 基 を ー 定 上 に 店 め る こと が で は 
計 は 73 時 間 以 上 の 当たら な い 汰 全 が 引 と と 、 な かっ に . め ぜ る と 、 和 人 が 作 く っ て し 
合 5n て いな いと 聞 し 、 自 ら 半 の 時 を 上 の て まう か ら だ 多く の 和志 を 半 手 する 
し まう . 著 え た 沈 エス ルギー を 凶 に 全 了 し な 理 和 だ 、 門 や パソ コン な ど 交 を 発生 させ 
いた め ただ. し か し 、 針 上 まっ た 人 態 で も 、5 込 。)。、 る も の が 号 の 回 り に を く な っ た 人 、 地 5 知らず 
上 ら 光 を 当て る と 自生 に 上 大 に 導 を 合わ の うち に 計れ を 誤 こ し て し まう こと もち 多く 、 ひ と 
せ で ぐる ( 箱 が 、15 お を 示し た 用 で 便 止 )。)。 た び 針 チ れ を 所 こす と 、 い くら 選 を 宇 信 し て も 
し て いる 電 計上 ま っ て 和 財 半 の 昌 詰 。 正 に そ の 時 を 家 未 で き な い - 多 く の 直 和 肝 
です に 時政 柄 け て いる か ら だ 、 

計時 時 の 作れ て いる 京 は 、 針 ずれ を 妃 
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Control 


際 の せ た 寺 ( 提 ) を 宮 全 し 、 そ の 

上 情報 を 5 と に 正 な 時計 を 家 示す る 叶 有 だ 

本 の 時 請 報 は 、 お よそ 1 年 

1 だい う 生保 つ 「 セ シウム 時 計 
で 、 日 本 内 で に は 和 人 司 (40kHz) 

坊 司 (BOKHz) の 8 ケ所 の 三信 記 

がら そ れ ぞ れ 殿 な る 財 江 導 で 信 され て いる 。 


福島 局 
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の 時 に 旬 さ れ て いる ムー ブ メ ント ( 提 人 | 
「 キ ネ ティ ッ ク 」。 キネ ティ ッ ク と は 、 放 音 の 
の 昌 き に よっ て 汐 に 内 各回 


ちん 電光 は 不要 に な る 。 

本 を じっくり と 見 て 歌 し い 。 その 導 和 な 家人 
に や を 動かさ れる は だ. 中 央 の 計 が 、 交 と は 
内 な り 中 心 を 外れ た 位置 に 取り 付け られ て いる 。 
し か r5、 そ の 和 は を 胡 示 する 半 で は な い 
の だ , こ の 画 人 29 な スタ イル こそ が 、 こ の ウオッチ 


キネ ティ ッ ク クロ ノ グ ラ フ 


の デ デ イン へ の こだわ り で あり 、 大 まな 生 カ りー っ 
に な っ て いる 上 を 胡 示す る 六 和 放 の 
分 は 字 析 下 名 の ダイ ヤル で 、 和 は 文 板 だ 
者 の ダイ ヤル で 表示 され る 。 そし て 、 中 天 の 
大 な 人 は 、1 5 で 時 泥 で きる クロ ノ グ 
ラフ AI だ 、 クロ ノ グ ラフ の 分 は 、 匠 ちよ 
の 語形 汰 ド デ ザ イン され た ダイ ヤル に 衣 示 され 。 
45 分 有 晶 で きる . 各 クロ ノ グ ラフ 計 は 、 有 
お わ れ ば 、 リ セッ ト ポ タ ン を ブッ シュ する こと 
で 上 に 示 の 人 に 戻っ て いく 。 その 朋 の 玉 に 
合わ る 本 和 了 な 昌 作 長 に は 、 湊 さと 仁 し さか 上 
し 、 大 人 の びら を 衣 し て くれ る 。 


用 クロ ノ グ ラ フ 


05 和信 を ち 、 和 が 基 し て いく に つれ 
メカ ニカ ルム ー プ メン ト の 窒 光 な メカ ニ ズ な に 
9 の を くす ぐ 5 れ る 人 は 多い 。 わずか 中 ほど 
大 まさ の 中 で 色 加 など 攻 多く の 前 が 
みい 、 思 注 が 5 の エネ ルギー を 

きき さ 上 げ 5 れ た セン マイ の ほど は る 方 計 


加 ら っ た も の の 方 が 、 
く . こ の クロ ノ グ クラ フ は 、 昌 人 
で ら に スト ッ プ 9 


は 1 お 放 に 8 加 を える タイ ヤル と 手作り の 尾 
|、1H に する と 89 太 モデ テル 


の 且 も 、 人 計 6 の 幸 を 持 つ メ カニ カル ムー 
フ メ ント を 導電 し て いる 。 時 を て 時 に 
(< の が か 、 匠 ち 負 の 記 水 ウ ダ イヤ ル だ ろう 。 
時 も 特 人 的 な デザ イン ポイ ント | 2 
カル ムー ブ メ ント で も その 技 カ カー 湯 す 織 
地 和 | 
| がり 子 の よう な 軍 全 を し 、 潜 め られ た 一 証 の 
計 旨 洒 する と 和 朋 に スタ ー ト 季 店 に 記 9、 再 
家 示 を 開 寺 し て くれ る の だ 、 と の 角 は 上 日 
し 示し 、 昌 日 の 泊 放 に な る と 、 有 に 月 
の 人 に 琴 る 。 レト ログ ラー ド と は [ 聞 選 D」 と 
いう 各 多 だ が 、 そ の メカ ニズム は な どか 績 か し さ 
を させ て くれ る か ら 不 


ー ド 一 い られ て いる 


その 人 の 電 は 、 


メカ 三 カ ル レ ド 生 グラ ニード 


仙人 に 吉 え 、24 午 時計. と れ 56 つ | 
の 者 未 で ビジ ネス シー ン も し っ か り と サポ ー ト 
し < れる だ ろう 。 

さら に 、 る ケ所 の 豊 な る 肝 を 胡 未 で きる デュ 
アル タイ ム 導 財 攻 正す る と カレ ンダ ー 
や 一 引 に 性 正 し て くれ る 「 カ レン ター 和 人 
眉村 も 洛外 ビジ ネス や 行 な 
ど で 攻 い 味方 に な っ て くれ る だ ろう 、 また 、 ガ ラ 
ス に は 反 笛 コー ティ ング を 折 有 。 玖 な 角 
カセ デザ イン だ け で な く 、 時 時 の 基本 で ある 現 
や すさ も さち ん と 浅 ね 供え て いる 正大 
の 中 に 、 生 の 質 を 史 失 わな い 和 性感 は 
せる 時 


不思議 の 力 。 不 則 、 抹 引 友 削 、 テ レビ の 不 中 革 


人 の 時 に 感じ た 剛 々 な 電送 も 、 大 人 に な っ た 
で は 言 ロ て し まっ て いて も 方 な いか も し れ 


な せな の だ ろう 。 男 に は 、 革 折 子 仙 に 戻っ て し ない 。 た だ 、 遇 折 そ の プリ ミ ティ ブ な 生か 戻っ 
まう 符 交 が ある よう だ 。 公 回 で 木 な 呈 る と 合う) て くる 。 そ ん な に 、 身 体 も いも 子 包 に 選 っ て し 
て みた く な っ た り 、 か さ な 川 を 史 る と 放 や サリ ガ まう の だ ろう 。 

を 了 し て みた く な る 。 か た 肖 只 を 兄 る と 宮 。。。 さて 、 下 の 時 計 に 注目 し て 区 し い 。 左 の 計 の 
し て た く な っ た り も する 。 急い 所持 が い 。。 務 販 石 全 に ある 央 宮 分 の 計 は 表 示し 、 


まだ に 成っ て いる の だ ろう か 。 必 和 は 人 それ ぞ 一 日 ー- つ ずつ 上 に 湊 ぞ 。 日 の 委 に な る と 、 
れ だ が 、 つ い 叶 を 記 れ て 陣中 に な っ て し まう に し て 月 琴 昌 に 戻る | から くり 」 が 味 し て ちる 。 


作詩 が 学 な ら 姓 に で も ある や の だ 。 の 加計 文字 衝 左 全 に ある 叔 守 の 科 は 、 
罰 え ば 、 ゼ ンマ イ 住民 は の オモ デ チャ も モ その ひと リュ ウズ で ゼン マイ を 等 上げる と 千 々 に 上 に 
つ に ば らい る 子供 の 時 、 そ の か らく り の 不 力動 ま 、 半 正和 名 能 時 間 を 表示 する 。 時 間 が 
放さ ぐに. 作り ULY も の の に 記せ が く な っ 寿 つ と 下 へ 記 っ て くる の だ が 、 そ れ は まる で 生 
て し まっ た 記事 を 持つ 人 も 大 勢い る こと だ ろう 。 で て いる か の よう な 動 を を し て くれ る 。 これら 

に 叶う 先 持 が 抽 じ た 時 、 表 が 利 。 不 下 避 な か らく り に 、 信 でも 分 記し て みた く な る 


還 NI に か られ て し まう 人 も 多い だ ろう 。 


\ 語 】 〇 が 作る 竿 と の 出会い は 、 魚 を 釣る 共 び より も 

手 仕 事 が 語る も の 。 深い と さえ 言う 。 竿 が 知る も の 。 それ は 随 人 の 

EDCMCDTRSTD01 

mozo ッ ターcg2 っ CS.c っ cw ERVEv EE な 2 で を 3 

ご OBBSP 和 人 を ら いた けた 5 と に EE 

GR を CNG の いい VERe、 人 その APOD い UNE と 時 く SO だ 

SW て いて その うま B と に BE や 因 3 を SO だ 3 

N は とこ うい や が て ツウ と の PD や 央 P、 セ ラクレ メカ ニカ 
BDPP PV せま 。。 ルウ オデ に PE だ P る ラジ この 
PP て ビ ET と いう” クニ カル ウケ ンチ の に ロー ロー ゲイル 

ERC さて 8。 還 。、 ル いら かれ て いる うく すり る 

RCOSPS に と の 人 て SOE ゲ その すべ と の ご 人 

せき の でろ 人 TE 人生 せき とどく 

は PDBP キ で を 3 まる で の の 8 それは スウ ニ カレ ウォッ 

の ESEHiB に Pr し 32 ロ シト ま 科 の EP2CRO に し マサ 5 ん 


が ひと つ に な る よう な と 手 反り 人 の 技 た を 未 す こと が く 証 っ て いる 。 


Agvan Chronograph アド バン ・ ク ロ ノ グラ フ 


誤 の 浪漫 ElrE の WERE AB 
の 注 温 分 は まず 居る こと が な いん だ 」 と 戸 感 っ た こと の 


ある 人 も 多い だ ろう 。 そし て 、 こ うし た 誠 は 、 時 


「 計 * 遇 和 = 贅 」 と いう 公式 が ある . ハイ ウェ と し て 人 を 庄 人 に する の だ 、 その 華中 に 、 朱 で 
プイ 00 キ ロ で 半 走 する と 、 計 邊 上 で は 1 時 し な い 洒 を 庄 じ て し まう か ら だ ろう 
加 に 10 キロ の 下着 お こと に な る . これ は 映 計 に も 、 も ちろ ん 剛 下 の 設 は あ る 。 た だ 、 こ の 

」 まで れ も な い 陣 実 な の だ が 、 ど こ か 末 狼 と し がい 時 は 、 一 年 同 に わあ か よら OO の 沿 と いう 

- 部 人 ない だ ろう か 時間 と いう 提 信 が 膝 じ 。。 箇 的 な ハイ スペ ッ ク を 翌 っ て いる 。 際 誠 の 部 を 
に くも の だ か 5 な の か も 知れ な い なせ 時 間 が 、 ”。 ながら の 年 粘 し で 、1 年 の 下 月 0 時 C 分 お に 
還 琴 と いう も の に な る の か どい う 和 放映 誠 合 わせ た この 時 計 が 、 最 大 で も た っ た の 
ある . 吾 い 導 ざ か ゃ し れ な い が 、1 名 走っ た 本 。。 20 秒 し か 同 基 を 生じ て いな い の だ , こ の 時 計 
が] 半 和 の 人 と 全 か だ が 「 導 う 本 人 に な っ =” に は 、 ス トッ プ ウ プッチ 和 能 5 つい て いる の で 、 年 が 
て いる の と 同じ こと と も 考え られ る 、 と に か く 。 公 。 明け た ら . 昌 その スト ッ プ ウ ォ ッ チ を 全 い 2O 秒 
と 実感 に は 央 が 生 じ る の だ 。 100 光 生殖 れ を 放 計 し て 、1 生 の 誤 を 感じ て みて ほし い 。 
た 性 か ら の 光 に 、「 和 分 が 生ま れる 前 に 放 た れ た その 放 に 、 あ な た は どん な 洒 を 兄 る だ ろう か 。 
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時 の 旅人 。 


計 則 を 有 た り 剛 いた りす る と と は で きる だ ろう が 。 


や ちろ ん 可 衣 だ 、 と 守 い た い 。 思え ば 一 放 の 林 
塊 の 末 で ある 。 そこ に は 、 且 に 生年 、 休 年 
いう 生 人 の 和 が 形作っ て きた 守 加 を 別 て と る 
こと が で きる . ある い は 、 二 い 時 を 持つ 和 全 の 
儲 で ある - 年 ちの 較 、 計 わら 弥 そ の さ な | 
芋 に する と 、 そ こ に 洲 れ 結 け て きた 様々 な 時 間 
を 較 い て いる よう な 和幸 に な る だ ろう 時 還 
いう も の は 、 こ の 世界 の いた る と ころ で 、 人 は 計 
えて G い る も の の 
計 間 が どこ に | 


か っ て 世 ん で いく の か は 分 か ら 


ちの 年 し て いる O だ 。 


だ 


な が 、 ど こ が ら 束 た の の 、 そ の 一 拓 を 区 る | 
こと は で きる の だ と 下 う 。 

さて . こ こ に 「 キ ネ ティ ッ ク オー トリ レー」 と いう 
仙 計 が あ る 闘 か ら 外 し た 状 了 が 和 72 時 早く 
MS に を 上 め 、 野 大 で 4 年 
MS な ば 、 姜 に する て と で 、 再 9 
人 させ る 眼 を 持っ て いる 。 そし て も う ひ とっ 、 
バー ペチ ュ アル カレ ンダ ー」 と い 2 
の 屋 は 、2100 年 まで 日 人 正 が H 斉 な 
つま り 、 こ の 時 に は 100 年 各 先 の 時 間 が 洒 
ん で いる こと に な る 。 時 を えた 旋 、 と で も 計っ 
た らい い の だ ろう か 。 この 二 つ の 時 計 
で いる と 、 時 因 の 詞 を あら た め て 考え ざる を 得 
な い 更に な っ て くる 。 


還 了 お メタ mm ン の 
あり ます 誰 だ の タイ も に 時 よく 加わ 
OFYYETEM 


イン に le 々 g バ リエ ーション が 


GAePo0t、SAGNo05.Oa、sA6L901) 
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